
問
に
答
ふ

□一、
木
版

の
方
法
を
書
き
た
る
書
籍

二
、
木

版
用
具
の
販
賣
部

（
E
M
生
)
◎

一
、
な
し
本

誌
廿

三
、
廿

六
、
廿
七
、
に
山
本
鼎
正
の
木
口

木
版
に
就

い
て
の
話
あ
り
二
、
用
具

は
市
内
の

大
き

な
る
金
物
店
に
して
求
む
る
か
さ
も
な
け
れ

ば
鍛
冶
屋
に
注
文
す
る
も
の
ゝ
由
、
日
本
木
版

の
刀
な
れ
ば
大
が

い
の
金
物
店

に
あ
り
、

一
油

繪
の
風
景
畫

を
研
究
す
る
に
は
如
何
な
る
參
考

書
を
學
び
て
可
な
る
や
、

二
、
水
彩
に
て
も
肖

像
畫

を
書
き
得

る
や
三
日
本
水
彩
畫

會
に
は
地

方

の
人
で
は
入
學
す
る
事
能
は
る
ざ
や
◎

一
博

文館
發

行
の
中
村

不
折
氏
著
畫

導

一
班
並
に
大

日
本
繪
畫

講
習
會
發
行
の
洋
畫
講
義
碌

あ
り
二

出
來
る
三
何
て
も
に
入
會
差
支

へ
な
し
同
會

に

つ
き
規
則
書
を
取
り
寄
せ
ら
れ
よ
□

一
日
本
水

彩
書
會
開
催

の
水
彩
畫
展
覽
會
に
は
別
科
生
又

は
正
會
員
等
出
品
出
來
る
も
の
に
や
◎

一
鑑
別

の
上
優
秀
な
る
作
品
は
陳
列
を
許
可
せ

ら
る
べ

し
、

讀
者
の
領
分

□み
づ
ゑ
八
十
五
號
の
池
畔

の
森
比
日
谷

の
午

後
な
ど
の
挿
繪

は
實

に
よ
い
繪
で
あ
る
、
地
方

に
居
る
我

々
は
か
ゝ
る
偉
作
に
接
す
る
事
が
ま

れ
で
あ
る
、
ど
う
か
昨
秋

の
文
展
出
品

の
綠
色

の
流
朝

サ
ン
ミ
シ
エ
ル
橋
畔
等
を
原
色
版
と
し

て
い
た
ゞ
き
た

い
、武
知
生
）
■
鵜
澤
先
生
の
三

脚
も
中
々
し
や
べ
り
ま
す
ね
、
汐
舟

へ
睡
蓮
を

見
に
行

つ
た
時

の
先
生

の
困

つ
た
顏
が
見
た
か

つ
た
、
ど
う
か
、
遠
慮
な
く
毎
月
氣
焔

を
聞
か

し
て
下
さ

い
（
上
州
山

の
子
）
■
長
野
氏
の

『
大

下
藤
次
郎
氏

の
逸
事
』
を
讀

ん
で
、
思
は
ず
涙

が
出
た
、
ほ
ん
と
に
大
下

先

生

は
親
切
な
方

だ
、
あ
ゝ
、
ど
う
し
て
死
ん
で
仕
舞
は
れ
た
ん

だ
ら
う
（廣
島
Y
生
）■
風
景
畫
帖
を
買

つ
て
見

ま
し
た
、
印
刷
が
非
常

に
精

巧
で
原
色
版
よ
り

も
、
何
だ
か
石
版
の
方
が
、
よ

い
樣
に
思
は
れ

た
。
泰
西
の
部

の
『
海
』等
は
素
敵
だ
、

そ
れ
に

鳥
渡
は
が
す
事
が
出
來

る
樣
に
し
て
あ
る

か
ら

額

に
入
る
事
が
出
來
て
中

々
氣
が
利

い
て
い
ま

す

（
神
田
生
）
■

僕
は

つ
い
近
頃
の
愛
讀
者
で

ず

、
今
迄
内
地
に
居
た
時
は
、

い
ろ
い
ろ

な
美

術
雜

誌
を
見
て
居
ま
し
が
、

こ
ち
ら

へ
來

て
か

ら
或
る
雜
誌
の
廣
告
で

『
み
づ

ゑ
を
知

つ
て

朔

月

か
ら
讀
ん
で
居
ま
す
が
、
其

の
原
色
版
の
精

密

な
る
と
記
事

の
豊
富

に
旦

つ
初
學
者
の
爲
め

に
至
つ
て
親
切
な
る
の
は
外
の
美
術
雜

誌

の
及

ば
な

い
處
で
、
吾

々
、
地
方

の
者
が
畫

を
學
ぶ

に
は
好
伴
侶
で
あ

る
と
云
つ
て
人
々
に
勸
め
た

い
と
思

ひ
ま
す
、
（朝
鮮
光
月
の
人
）
■
私

の
友

達
『
み
つ
ゑ
』
！
其
後
は
益

々
發
展
逝
き
し
先
生

も
さ
ぞ
か
し
滿
足

の
事
だ
ら
う
、
本
月
號
の
挿

繪
池
畔

の
森

、
日
比
谷
の
午
後
共

に
私
か
原
色

版
に
し
て
見
た

い
と
の
希
望
！

果
し
て
實
現
せ

ら
れ
た
快
！

私
は

『
み
づ

ゑ
』
に
對
し
て
希
望

が
あ
る
私
を
し
て
云
は
し
め
よ
、
紙
質
を
今
少

し
惡

く
し
て
出
來

る
事
な
ら
原
色
版

一
枚
で
も

增
し
そ
れ
も
出
來
ざ
れ
ば
毎

號
木
版
畫

の
二
三

枚

も
入
れ
て
頂
き
た

い
（
東
都
の
愛
讀

奴
）

寄
稿
を
募
る

水
彩
畫
爲
生
旅
行
、
水
彩
畫
展
覽

會
紹
介
は
批

評
、
水
彩
畫
描
寫

の
經
驗
談
、
又
は
感
想
録
、

水
彩
畫

に
、
關
係
あ
る
書
籍
（和
洋
を
問
は
ず
）

の
批
評
、
水
彩
畫

家

の
傳
記
、
等
其
他
筍
く
も

水
彩
畫

に
聯
關
し
た
る
も

の
は
、
種
類
を
問
は

す
、
寄
稿
を
募
る
。
 

 

 

交
體

及
び
長
短
等
は
、
凡

べ
て
隨
意
な
り
、
毎

號

の
登
載
文
中
優
秀
な
る
も

の
に
は
「
み
づ
ゑ
」

一
部
を
贈
呈
す

（
そ
の
號
數

は
掲
載

の
分
か
、

も
し
く
は
次
號
た
る
べ
き

こ
と
）
 
 


